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激

し

く

推

移

す

る

時

代

の

硫

れ

の

な

か

で
、

十

五

年

と

い

う

年

月は、
歴
史
に
刻
印
さ
れ
た

街
睦
的

な
出
来
事
をも
い
つ
の

間
に
か
中
性
化
し
て
し
ま
う
の

だ
ろうか。
ましてや経
済
の

急

成長に
先
噂
さ
れ
て

巨
大
な

変化を遂げつつある中国の

場
合、
「
民
主
か
独
裁
か」
と

い
っ

た

m踊叩国体

が

も

う

不

必

要
だ
と
恩
わ
れ
な
く
も
な
い
。

し
か
し、
中
国
の

歴
史
始
ま

っ
て
以
来
初
め
て
皇
帝
型
家
父

長
体
制
に
対
峠
す
る
か

た
ち
で

「
民
主」
や「
人
権
」

と
い
っ

た
近
代
的

価
値意
識を
掲
げ
て

激
し
く
呉
服
申
し
立
て
を
特
っ

た
ト〈衆
行動
が、
あの
六
月四

日

の

「

血

の

日

掛

目
」

の

悲

劇

と
な
っ
た
天
安

門
事
件
は
、

ま

だ歴
史の
決
算
を
済
ま
せ
てい

予乙は
い
え

な
い
で

あろ
う。

な
ぜ
な

ら、
事
件
の
政
治
的

決
着
はつ
い
て
い
る
に
し
て

も
、

また
天
安
門
耶
件
を
代

償

に進
展し
た「
由革・
問
販」

路

線

の

経

済

的

効

果

が

い

か

に

大
き
かっ
た
に
し

て
も、
殿
近

国
際
救
護
大
学
長・
現
代
中

国
学

一

九
三
六
牛、

長
野
県

生
ま
れ
。
著
容
に一

北
京
烈
烈」

4
日中
友好－－
と
い

う
幻
想一

「
引
世
紀
の

大
学一
な
Y可

大きな代償も経済成長
の中
国
社
会
に
見
ら
れ

る
ぎ
ら

ざらし
た
拝金
主範や安っ
ぽ

い
金
ぴ
か
文
化
の
流
行
な
ど

は、

す
べ
て
力
の
脱
出
を
軍
事

力
に
求
め
る「
賢官苧
物
神
崇
探」

傾
向と
とも
に、
中
国と
い
う

悠
久の
文
明
国
家
に
あま
りに

な
そ
ぐ
わ
な
いよ
う
に

思
わ

れ
、

中
国
は
天
安
門
事
件
と
引

き
惇え
に
実
に
大
き
な
摘
神
的

．
倫
理
的
価
値を
盟失
した
の

で

は
な
い
か

と患
われ
る

か
ら

である。
民

主

化
「
中
国
に
お
け
る
知

の

雪
解
け

（
コ品川
間
三

也市
－－
z
z－

ご
田町市
口口市

市
口

。
z－
コ巾

－3斗ml
E
宰）」
が、
夫

君

の

ク
ロ

ー

ド
・

カ

ダ

l

ル

氏

の
協力を得てパ
リの
有
名
な

ガリマ
1ル
社か
ら、
ワ
い
最

近刊行されたことによって

も示されている。

フ

ラ

ン

ス

の

代

表

的

な中

国

研

究

者

の
一

人

と

し

て
、

カ

ダ

1ル
氏と
の
共著
『毛
沢
東

一一つ
の
死』
な
どで
も
注目
さ

れ
た
チ
ェ
ン
女
史
は、
毛
沢
東

の
死
後
か
ら
天
安
門
事
件
ま
で

の
期
間
を
中
国
に
お
け
る
「
知

の
雪
解
け」
の
時
代
と
み
な
し、

革
を
目
指
し
た
陳
一

諮、
天
安

門

事

件

の

前

触

れ

と

な

り
、

胡

細
邦
失，
監
の
背
震
と
な
っ

た
八

七年の民主化適動のきっか

けをつくった中国科学段術

大

学副

学

長
（

当

時
）

で

天

文

物
理
学者の
舟励
之、
一

時
は

『
人民日報』
の
編集に
も関

わ
り、
ユ
ニ
ー
ク
な「
疎
外
論」

で

注
固
さ
れ
た
王
若
水
、

胡

輝

邦
の
ブ
レ
ー
ン
で
も
あっ
た
理

論
家・
思
想
家
の

蘇
紺
智、『
人

妖
の

間』
で
知

ら
れ

た
記
者・

作
家
の
劉
賓
雁、
もっ
と
も
搬

し

く

聞

論的

に

郡

小

平

独

裁

を

批
判
し
た
政
治
学
者
の
厳家
其

ら
、

十
四
人
の
著名
な
反
体
制

.f'1. 

の

試

練

続

く

この
よ
うな思い
は、
決
し
この
間に
旺
盛
な知
的
活
動
を

て

私
一

人

の

も

の

で

は

な
い

で

お

こ

な
っ

た

現

代

中

国

の

知

識

あ
ろう。
天
安
門取件
の
噛
牲
人群
像
を
照射し、
その一
入

者
を
数
多
く
受
け
入
れ
て
き
た

一

人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み

フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
や
シ
ノ
ロ

て、

同
時
代
史
の
民
震
な
証
言

ジス
ト（
中
国学
者）
の
聞
で

とし
て
い
るの

も
、

そ

の

よ

う

な

知

的

雰

囲

気

そ

こ

に

は
、

映

画

シ

ナ

ソ

オ

が
強
い
口

そ
れ
は、

毛
沢
東
の

古市
恋
』

で
知
ら
れ
た
作
家
の

死

か

ら

天

安

門

事

件

ま

で

の

現

白

樺
、

H

北

京

の

容
8

（
一

九

代

中

国

の

転

換

期
に

お

け

る

中

七

八

年
）

で

逮

捕

さ

れた

翻

京

国

知

誠

人

の

証一
面

を

高

μ

悦

生

の

釈

版

活

動

に

な

ち」し

が
つ

っ

た
チ
ェ
ン
・

イ
ン
シ
ア
ン

た
反
体
制
詩
人
の
北
島、

組
錯

（

程

映

前
）

ム

史

の

浩

靴
な

銅

郡山

陽

の

プ

レ

l

ン

と

し

て

体

制

改

年

化

場

、

た

化

で

が

受

迫

紫

的

脚

安

突

区
hN

国
主
広
を
し
主
と
記
を
た
越
倒
失一犬
衡
と
押

印
民
門
民
圧
民
こ
密
の
し
の
同
て
も
が
れ
明

、

安

前

踊

の
た

総

た

開

時

に

し

に

問

こ

押

件
明
天
・

で
生
し
前
し
殴
当
側
と
年
当
、
苦

事
来
・

生
力
学
一ホ
郊
逝
が
3
生
た
%
と
り
切

。

門
目
京
学
武
て
を
縮
急
ど
端
学

つ
、
衆
あ
川
る

安

4

北

た

が

っ

解

胡

に
な

発

は

取

お

民

が

町

れ

天

月

て

し

府

か

理

た

月

生

が

記

を
な

で

件

時

ば

6
め
処
政
。
に
し
4
学
動
由
度
。
崎
勝
て
降

雪

求
内
閣
件
求
脚
年
、
迎
総
態
た
広
る
し
も

匡

を
を
中
町甲
嬰
失
岡
け
悼
阪
な
し
門
す
別
と

知
識
人
が
登
場
し
て
い
る
。

私
自
身
も
こ
れ
ら
の

知
識
人

の
何
人
か
と
会
っ
て
い
る
け
れ

ど
、

その
多
く
は
天
安
門
事
件

で

途
補
さ
れ
た
り、
圏
外
へ
の

亡
命
をよ
ぎな
くさ
れ
た
灼互

い
っ

た

脱

し

い

試

練

に

迎迎

し

た。
雌家良夫妻らの活動に

見
ら
れ
た
よ
う
に、

海
外
亡
命

後
は
「
民
主
中
国
油
開
」

を
立

ち
ょ
げ
て
苦
労
を
坦
ね、
一

昨

年
一

月
に
ボ
ス
ト
ン
で
客
死
し

た
王
若
水
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ

うに、

中国
民主
化へ
の
た
た

�4(ヒ

司司・・・・圃－’

か

い

軒

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

継

続
は
し
て

いる
も
の
の、
彼
ら

を
取
り
巻
く
状
況
は
醤
易
で
は

な
い
。

し
かし、
現
代中
国の
良
心

で
も
あり、
もっ
と
も
優れ
た

知

性

だと

も
い

え

る

こ

れ

ら

知

識

人

の

問

題提

起は

今

日

で

も

決
し
て
怠
味
を
失
っ

て
い
な

い
。

天
安
門
事
件
自
体
が、

い

ず
れ
は必
ず雌
史の
再容
判
を

受
け
る
で
あ
ろ

rぷん
け
に、
事

柄は依然として現存進行形

だともいえよう。

そ
のよ
う
な
矢
先、
去る
四

月に
は天安門
事
件の」
方の

当事者
とし
て
学生
や市
民の

側
に
立っ
た

がゆ
え
に

激
し
く

批
判
さ
れ
て
失
脚
し
か
遍
紫
陽

が
死
の
寸
前
に
あ
る
と
の
報
道

が
一

郎
で行
わ
れ
た白
天
安
門

事件間前のゴルバチョフ・

ソ連共産党書記長と組紫陽

との歴史的な会談はペレス

トロ
イカの駅手と民主化に

敗
北
した
リ
ー
ダ
ーと
い
う
か

た
ち
で
明暗
を
分け
た
が、
現

代史の寸
断としては困期的

なものであっ
軒、

組
紫
陽
の

立
場を
文
持し
た

の

は
事
件
直
前
に
反
郡
小
平
を

唱

え

て

憤

死

し

た

と

伝

え

ら

れ

る

胡

倒

邦

で

あ

り
、

今

日

の

指

抽持者である胡錦簿総書記も

綜
家宝
首相
も
胡蹄
邦の
忠実

な
部下
で
あっ
た
だけ
に、
い

ずれは中国の指揮者の側か

ら
天
安
門
事
件
の
再
稼
判
が
担

記
さ
れ
る
可
能
性
も
な
き
に
し

も
あ
ら

ずだと
い
え

よ
うc
そ

の意昧でも天安門事件十五

年は中国の政治と社会の変

遺
の
う
え
で、
一

つ
の
画
期
な

の
か

も
しれ
な
い。
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